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Ⅰ はじめに 

 国は 2022 年 1 月から電子処方箋の運用開始

を目指していたが、電子処方箋の受け入れは一

定のコストがかかることに加え、当初の開始予

定がシステム構築の遅れで延期しており、シス

テム障害といったリスクも懸念される。一方、

受け入れが遅れると他の薬局に顧客を奪われ

かねず、調剤薬局は、医療のＤＸに伴い、今後

安定な経営にむけて、様々な選択を迫られるこ

とは確実である。 

 

Ⅱ 目的 

 調剤薬局における電子処方箋受け入れに関

する最適なタイミング（開始時点）等について

検討した報告はなく、これらの点を明らかにす

ることは調剤薬局にとって安定収益を確保す

る上で大変意義深いと思われる。本研究の目的

は、BSC を用いて、当薬局において電子処方箋

の受け入れに影響を及ぼす重要な要因につい

て検討し、電子処方箋を受け入れる最適時点を

明らかにすることである。 

 

Ⅲ 研究方法 

電子処方箋受け入れに影響を及ぼす要因と

して、コスト問題、受け入れ開始時期、近隣の

医療機関や調剤薬局の導入状況等が考えられ

ることから、BSC を用いて、各事項の数値化、

電子処方箋の受け入れが遅れた場合の逸失収

益について、国の公表資料¹⁾を用いて比較検討

し、受け入れる最適な時期を明らかにした。 

 

Ⅳ 結果 

受け入れの遅延は、顧客喪失による逸失収益

が大きい。また、目安であるが月平均枚数が

500 枚/月以上応需できれば、経営上問題なく

電子処方箋の受け入れられる可能性が高いこ

とが示唆された。 

 

Ⅴ 考察 

電子処方箋の受け入れ準備の遅れは、潜在顧

客の新規開拓の喪失、及び既存患者の減少につ

ながることが懸念される。健全な経営を行うた

めには、早めの受け入れ開始が重要であること

が強く示された。 

 

Ⅵ 結論 

今後、電子処方箋の運用は確実である以上、

立地状況や顧客特性も踏まえ、早急に電子処方

箋の受け入れを可能にしておくことが、今後の

医療の DX の変化に飲み込まれず、安定な収益

を得るために重要であることが明らかになっ

た。 
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